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神戸 2030 ビジョン（素案）にかかるご意見の概要と神戸市の考え方 

〇募集期間：2026 年１月 24 日（土曜）～2026 年２月 22日（日曜） 

〇ご意見数：３通（３件） 

※ご意見の内容は趣旨を損なわない程度に要約しています。 

 

①文言の修正等にかかるもの 

 意見の概要 市の考え方 

１ 

大学発スタートアップは単なる起業の一形態

ではなく、大学の研究開発が創出するイノベーシ

ョンと人材育成の結節点であり、経済成長への波

及効果が大きいため、設定理由にその役割を表現

し、各大学がKPI達成に向けてコミットするべき。 

＜修正案＞ 

知の拠点である大学が創出するイノベーショ

ンや人材を活用し、新たな価値を生み出す「大学

発スタートアップ」は、地域における経済成長の

エンジンであり、産官学が一体となって支援・育

成することが、神戸経済の成長と独立した経済圏

の維持・発展に直結するため、その進捗を測る指

標として設定。 

大学発スタートアップの創出数をKPIに

設定した主な理由は、多くの大学を有する

神戸の強みを活かし、地域経済の成長や新

たな価値を生み出すことであるため、いた

だいたご意見を踏まえ、設定理由を下記の

とおり修正します。 

＜修正後＞ 

知の拠点である大学が創出するイノベ

ーションや人材を活用したスタートアッ

プを産官学一体で支援・育成し、神戸経済

の成長と独立した経済圏の維持・発展に向

けて、その進捗を測る指標として設定。 

２ 

市民による自主活動に注目し、計画に取り入れ

たことは高く評価致しますが、地域活動の活性度

のＫＰＩは、「地域貢献相談窓口を通じた伴走件

数」「ぼらくる登録者数」を合わせた複合指標に

は、不十分な点がある。 

この指標では、市役所に登録している市民活動し

か測れない。 

行政から自立して活動を行っているような市

民活動の方が、本来的な意味では、「自治」に近い

はずです。窓口に来ない、あるいは自立して運営

できている「優秀な団体」ほど、この指標からこ

ぼれ落ちてしまうというパラドックスが発生す

るのでは。 

まずは、市民の自主活動の実態を、調査研究する

ことが必要なのではないか。 

また、神戸市全体の市民活動の活発度（自治の

体温）を測る指標が必要と考える。地域の自治会、

地縁団体、NPO,NGO,公益法人、宗教法人、一般法

人、協同組合、任意団体、公民館、市民的活動を

行政と関わらずに自立した活動を行う

団体を含め、あらゆる地域活動が、本市に

とって重要なものと認識しており、神戸

2030 ビジョンの上位計画である基本計画

では、「多様な人々が地域でつながり支え

合い、誰もが安心して自由に挑戦でき、主

役になれるまちを実現する」ことを方向性

として掲げています。 

一方、神戸 2030 ビジョンの KPI は、上

位計画である基本計画の数値目標（KGI）の

達成につながり、毎年、数値を把握でき、

市の施策によって改善が期待できる指標

を選定することを方針とし、外部有識者と

議論を重ねながら、現在の KPI を選定して

います。 

ご意見いただきましたとおり、本市とし

ても、地域活動の実態把握は重要と考えて

おり、自治会や NPO 法人等を対象とした実

態調査を３年に１度実施し、地域活動の状
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行う個人・グループ等、神戸市は全く把握できて

いないのではないかと危惧している。コープこう

べや神戸医療生協、須磨寺など、注目すべき活動

を行っている団体はたくさんある。 

原案の指標は、地域協働局に投入した税金が無

駄遣いされているか有効活用されているかどう

かを測定するには役に立つかもしれないが、これ

で神戸市の市民活動水準を測れると思ったので

あれば大間違いだと思います。神戸市域全体のソ

ーシャルキャピタルを測定する指標・手法はある

のか。また、関係人口も含めた市民活動水準を測

定する指標・手法はあるのか。ないのならば、研

究開発するべきではないか。 

況や課題等の把握に努めていますが、行政

との関わりがある団体が中心となってい

るのが現状です。 

今後も、行政と関わらずに自立した活動

を行う団体を含め、様々な地域活動が活発

となるよう、基本計画の方向性にそって施

策を進めるとともに、その効果の測り方に

ついても研究していきたいと考えていま

す。 

 

②具体的な事業等に関わるもの 

 意見の概要 市の考え方 

１ 

明石市以上に子育て支援に注力しなければ、神

戸市の人口減に歯止めをかけることは難しい。 

神戸市の人口減は市だけの努力では限界。大阪

をライバル視するあまり、阪急の新神戸駅への接

続を断った判断ミスの影響も大きいのではない

か。神戸単独主義の驕りがあったようにも感じて

おり、住みやすさ１位で西宮市に負けている。 

今後は、世界各国から観光客が訪れるよう、村

上春樹記念館やジャズ博物館、太秦映画村のよう

なアミューズメント施設など、ソフト面も兼ね備

えた施設を整備すべき。立地は交通網に課題のあ

るポートアイランドや、閑散としている新神戸駅

周辺。あわせて、宇都宮 LRT のような交通機関を

導入すれば打開策になる。大阪から観光客を奪う

計画を立てるべき。 

ご意見としていただいた「子育て支援」

や「観光」はいずれも本市にとって重要な

取組みであると認識しています。 

そのため、神戸 2030 ビジョンでは、「子

育て支援」について、「子育て環境の充実」

等を主な施策として掲げ、誰もが安心して

子育てできる環境づくりを進めていきま

す。また、「観光」についても、「観光誘客

の推進」等を主な施策として掲げ、神戸の

多彩な魅力を活かし、国内外から多くの来

訪者がつどい、賑わいある都市の実現を進

めていきます。 

なお、個々具体の事業は、神戸 2030 ビジ

ョンで掲げる施策の方向性と直近の社会

情勢等も踏まえながら、毎年の予算編成で

具体化していくことから、いただきました

個別事業に関するご意見も参考に、より効

果的な事業を検討していきます。 

 


